
会場会場

お問い合わせ先

TEL  0175-71-1240  FAX 0175-72-3690TEL  0175-71-1240  FAX 0175-72-3690

お問い合わせ先お問い合わせ先

〒039-3212　上北郡六ヶ所村尾駮家ノ前 1-7
ホームページ  http://www.ies.or.jp/ 電子メール kanken@ies.or.jp 
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公益財団法人

環境科学技術研究所  企画・広報課環境科学技術研究所  企画・広報課
公益財団法人公益財団法人

八戸ユートリー
１階多目的大ホールＡ
八戸ユートリー
１階多目的大ホールＡ

お申し込み方法
　参加をご希望の方は、裏面のはがきに住所、氏名等を記入して郵送ま
たは FAX でお送りください。上記の電子メール、ホームページからのお
申し込みも可能です。

　参加をご希望の方は、裏面のはがきに住所、氏名等を記入して郵送ま
たは FAX でお送りください。上記の電子メール、ホームページからのお
申し込みも可能です。

主催　青森県・（公財）環境科学技術研究所主催　青森県・（公財）環境科学技術研究所

日時日時 11 月 4 日 ( 水 ) 11 月 4 日 ( 水 ) 
13時30分～16時30分（開場13時）13時30分～16時30分（開場13時）13時30分～16時30分（開場13時）

ユートリー

西口交通広場

八戸駅

駐車場

東口駅前広場

ホテルメッツ

至八戸市内

至国道104号
八戸インター方面

産業道路

第二部　環境科学技術研究所　成果報告

理事・環境影響研究部長　久松　俊一理事・環境影響研究部長　久松　俊一研究の背景研究の背景

研究報告研究報告 研究員　谷　　　享研究員　谷　　　享

トリチウムのイネへの移行
　　～空気中トリチウム濃度の変化に応じた予測～
トリチウムのイネへの移行
　　～空気中トリチウム濃度の変化に応じた予測～

無 料

第一部　講演

「放射線と暮らしを考える」「放射線と暮らしを考える」「放射線と暮らしを考える」「放射線と暮らしを考える」「放射線と暮らしを考える」「放射線と暮らしを考える」「放射線と暮らしを考える」

　本セミナーでは、放射線に関する講演や著書で有名な中川恵一氏をお招きし
ての講演のほか、第二部では、排出放射性物質影響調査（青森県委託事業）を行っ
ている環境科学技術研究所（六ヶ所村）から研究成果を報告いたします。
　多数の皆様のご参加をお待ちしています。

　本セミナーでは、放射線に関する講演や著書で有名な中川恵一氏をお招きし
ての講演のほか、第二部では、排出放射性物質影響調査（青森県委託事業）を行っ
ている環境科学技術研究所（六ヶ所村）から研究成果を報告いたします。
　多数の皆様のご参加をお待ちしています。

1960 年、東京生まれ。
東京大学医学部医学科卒業後、スイスのポール・
シェラー研究所に客員研究員として留学。
著書は、『放射線のひみつ』(朝日出版社 )、『自
分を生きる』(養老孟司氏との共著、小学館)、『が
んの練習帳』( 新潮新書 )、『専門医が教える 
がんで死なない生き方』( 光文社新書 )、『放射
線医が語る 福島で起こっている本当のこと』
（KK ベストセラーズ）ほか多数。

1960 年、東京生まれ。
東京大学医学部医学科卒業後、スイスのポール・
シェラー研究所に客員研究員として留学。
著書は、『放射線のひみつ』(朝日出版社 )、『自
分を生きる』(養老孟司氏との共著、小学館)、『が
んの練習帳』( 新潮新書 )、『専門医が教える 
がんで死なない生き方』( 光文社新書 )、『放射
線医が語る 福島で起こっている本当のこと』
（KK ベストセラーズ）ほか多数。東京大学医学部附属病院放射線科准教授東京大学医学部附属病院放射線科准教授

平成 27 年度 環境科学セミナー平成 27 年度 環境科学セミナー

1 回につき 3 単位1 回につき 3 単位1 回につき 3 単位

放射線の生物影響　
　　～マウス造血細胞への低線量率放射線の影響～
放射線の生物影響　
　　～マウス造血細胞への低線量率放射線の影響～

生物影響研究部長　小村潤一郎生物影響研究部長　小村潤一郎研究の背景研究の背景

研究報告研究報告 研究員　廣内　篤久研究員　廣内　篤久

な か け いけ い い ちい ち

中　川　恵　一　氏中　川　恵　一　氏
が わ

「知って納得、放射線！」「知って納得、放射線！」


